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・舵取りを間違えない！

く将来を見据えた『社會システム』としての再構築

[ilr ■療・介護サーピスの値馥を高めるためのアウトカム・機龍別・儒の推進

[ざ自１まＳ・ＳＳＩﾋ・止に向けたＳりＳみ、或果を・価するＳ標の専入でインセンティプａＳ

[ilr地域包括ケアシステムの強化・深{ﾋ・推進(小ＳＩＳＳ・、

図'r我が●・丸ごと」の地域づくりの強1ﾋに向けたＳり組み

[ifSllに;Ｆ足する・・を汲み上げ新たな社會責灘の■ｉ

[ｇ'介朧・■療・保傭ニーズのr増加]と「多様化」

[ざj・ＳＳ!IEI!tＳ ・

S'多様なキャリアパス構築などを通じた人材の有効活用の視点

t２r働き方改革に伴う

に

次回改定は２０２５、３５年を見越した新しい介護・ －
ｓ

の協●

●Sli規横多機龍、
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屁冒霞覆Ｉ

医療･介護改革の動向と施策展開
～我が事･丸ごとの地域づくりにおけるディの役割～

現在調Ｓ中

今後20年間の大きな人□変化による保健Ｅ療二ー

ズの増加･１様化が予想される中,制度改iE･報酬改

ｔの度に単なるａ担Ｓ･Ｓ付削減による１行･・の|維持ではなく,介護事業所が社会ｼｽﾃﾑの資源とし
てあるべき姿について考える

心
ぞ9ち

　

|皿Ｉ
小規横多機能・看護小規模多機能への
参入とＳ宇Ｓ営
天眺れ介護ｻ-ﾋﾞｽS合教育研究jyi　　　　　　　　　四代表取締役　　　　　　　　　　　　　　　榊原宏。ａ

･小規模ll能･ll小規模llt能のiEしい理解と運SI理

･2018年夕S樋轍iのゅくえと小翻1111･II小g頴1劃M)肖ま

･小規模■機Ｓ･■護小規41多機Ｓの11又ま研究|･小創瞭Sa･II小IS戮lの1羽きliのllきをnlするき獅需
･小規模1機能･■護小規模1機能の成功･失敗10の要i

4水Ｓ

四謬覆1冒

通所リハ・通所介護の機能分化と
勝ち残り戦略

ぉぽ会社WOrk Shift ftSISa　　　　　高木綾一氏

･通所介護と通所リハビリの役割分担

･il院後のﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼﾖﾝの受けlmの重要性

･通所リハはよりリハピリ機能を重視した役割|･iillはﾘﾊﾋﾞﾘ･§戮1]t･中I度きがぷというllな11
･aiEごとにgき状|ｶ９ｲﾋしないﾏ-ｹﾃｨﾝｸﾞ191と人木ｵｔま

ＳＳ皿I

S:Sのllから人がlまる縦lになつたワヶ
~地域i源の組み合わせslきiaみ力で最強の1債施11へ~

a旨ﾆﾗｨＥﾑＨの森　　　　石原孝之ａ
･最強の地域ｺﾐﾕﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの生み出し方

･施設の認知度を高めた,地域の拠点になる

･自施Rのlみを1かすSIのｼﾆｱせftがilする環縦づくり|･ｼｬﾂﾀ-ﾀt小売店との地域おこし
･潜在顧客を増やす

I四皿I

iき素るｻ-ﾋﾞｽ{4き棄I堵tllになるために
～併設事業所の効果的な運営と満室継統のための工夫～

高齢者ｻﾎﾟ-ﾄﾈｯﾄﾜ-ｸ　　　　　　　　　　　＿
Csねつと2i合回会社ft表　　　　　　長嶺堅二IS氏

･尚自Sききtﾎ|のM涼と入剔回tのi前拳素としてやるべきこと

･ll彫i渡M上のttlみ搾り(ﾎ-ﾑQaAの作り方ほか)

･Ｓ心ｔ度を細部にわたってチェックする仕組み作り|･轍員のﾓﾁﾍﾞ-ｼﾖﾝｱﾂﾌﾟとき別ｲﾋを図る為の特徴作り
･tﾎ-ﾑとの|いがllせられるﾌﾟﾚｾﾞﾝのせが,只享尚のlせ力ほか

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

総S規制で今後最大の課題は人材!

Eここ二
IEﾖﾖｯごそ

|㎜
介護事業所と新総合事業･介護予11ち

rEﾐﾆiHEｽﾞﾚｍぶ゛
|:ﾖﾖｸﾞ乙S業所における

1四皿●

き求められる介護サービスＳぎの秘訣！

訪問看護への参入と黒宇運営
株式会社ｳﾂﾃﾞｨ代表取撮役　　　　　　　　－
lちsssｽﾃ-ｼﾖﾝは-と･所長　　　　　木Ｆ恵子・

･地域,・きの二ーズに応えられる防問看護ステーシヨン

･住み慣れた地域で安心して笑顔で暮らせる街づくり

･事業所の運営状況とニーズに応じた展開|･運営成功のカギは"人にあり"
･ホームホスピスや・の保健■など訪問看Ｓの可・ｔ

IZIZlil

回皿Ｉ
介護保険制度・介護報酬改定の
影響と対策

混ａ畠詣芸温なｸﾞ゛゛　IRIEBi:Rh
･今をの介誰保険制度改iEのが向

，･ま回ば肖の目4となつてしXる「改革されたか棄9険MI」のl

･S宅系サービスの改革の要点|･通所介護,通所ﾘﾊﾋﾟﾘなどの機能訓練･ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃ-ｼﾖﾝ系ｻ-ﾋﾟｽをめぐるtlき素ｹｱｼｽﾃﾑの構築

|皿Ｉ
新lされるま雄EIｻ-ﾋﾞｽ寿
～地域、自治体を巻きiaんだ成功Ｓ践事例からＳる～

医療法人緩和ｹｱｸﾘﾆﾂｸ恵庭
介護部M睨a責任･　　　　　　　　　　　　山下総司ｉ

･ずp'S,行政,福祉がお互いに必要とする事を形にする

ための3つの仕組みとは

･キーワードは生5i,就労,買い物,移動|･地域とつなヵ９のは施設,事業所から出る事
･人が施設に来やすいのはお!iいが分かるから

I-

知らなかつたでは済まない！

介護事業所がﾀEnつておくぺき労働1ま規!

ぉほ社ｼﾝｸｱｸﾄfほlla　　　　　志賀弘幸氏

･社員が働きやすい労務管IIとは7

･変・労１時回自』を・iした■4日お働の成・とｌ■性

･介護事業所に向いている労基法の活j9と就業規RIJの工夫|･就業規則の整備と助成まの上手な活用法
･介護事業所に多い労務トラブルヘの対応法

4木９

I四四I

lillﾘﾊﾋﾟﾘﾃ-ｼﾖﾝ大肖l!SaiS・SISIにまtlするll

iきlるﾃﾞｨｹｱ・ﾃﾞｨｻ-ﾋﾞｽになるために

ait会社ﾒﾃﾞｨﾂｸﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ　　　　　　　-
９１９ﾀﾞ。６士　　　　　　二好責之氏

･外来ﾘ八移fiのla4回ディヶアを確ｌにま功させるSa

･リハマネ加算nにて■動とか加のﾘﾊﾋﾞﾘ･供4索jを構築

･3かglえの「llSI』ﾘﾊﾋﾞﾘ」,どのように集回リハヘ|めるか|･入院,入所との連携強化による「早期リハ」介入モデル
･アウトカムをとBすための目標設定とプログラムの目的化

I回SI
l曇率909らな上!介護SXの関ゎり方が自立へと・がる！

利用者が集まるディのつくり方

4式会社NGU代表取締役　　　　　　　　　.1,1j」－
むi･持1上ssぽぽJsls　　　　　山出只宏民

･本来の・所介腰事業所の在り方と介護職員の関ゎり方

･認知症ケアと介護技術の重要性

･「自立支援」と「自律ま援」をどのように考えるか|･生ii動作内での機能訓練の考え方
･なぜ稼働率に繋がるのか

I四S腫

みんながヮクヮク出来る職場を劃り出す「人」になる

･場マネジメントとリーダーシツプ
株ま会社IDO ft表取締役　　　　　　　　　－
索りISISIS人Link,7ﾈｼﾞﾒﾝﾄf99事　井Ｆ和宏ａ
･ヮクヮク出来る職1§とは7

･専門職意識はどう育むのか7

･自Ｅ覚知とａ値観共有カンフアレンス|･リーダーよりもフォロヮーシツプを刺激しよう
･地域つてき葉が持つ力

一一●　

Ｓｍ四四●

２０１８年診療・介護報酬
同時改定の行方と事業所戦略
日本通所ケア研究会き長 妹Ｓ弘幸ａ

･介護保■制度･介護・ｌ･診療報酬同時改定のポイント

･事業所戦略の基本的視点･視野･視座

･今後成長する介匯サービスはこれだ!

･予防事業参入をどう考えるか

･改定まであと3ヶJEI!その期関で行うこと

|皿皿

地域密着!lディの!IEき残り戦略

小室責之奥

■ＳＩＳ㎜

介護保険外サービスの傾「白」と戦略
~制度改iEの動向と自社の方向性の検討材料として~

株式会社ヘルブズａカンパニー代表取締役 西村栄－・

･単価アップが望めない今こそ利・者数絶対主薦

･保険外サービスから見る売上の目標設定の仕が

･新Ｗtへの教育の１１き(夕Eぬこと,Ｓき,お金,社会・ｌ)

･奈しいシニアｌ,セカンドモラトリアム,社台お泣系,アイラプミー

･保険外サービスの視点からみる各省庁のＳ惑ほか
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篇皿�
Ｅ療･介護改革の動向と施策・ｌ
～我が事・丸ごとのjt!l域づくりにおけるディの役割～

現在調整串

今後20年間の大きな人□変化による保健医療ﾆ-

ｽﾞの増加･多様化が予想される中,制度改iE･報酬改

定の度に単なる負担増･給付肖UXによる現行・度の|維持ではなく,介護事業所が社会ｼｽﾃﾑの資源とし
てあるべき姿について考える

や

l皿
介護保険外サービスの傾向と戦略
～導入するかしないか10のキーワード～

ｕ;会社ﾍﾙﾌﾞｽﾞaｶﾝﾊﾟﾆ-ftを･締a　　西村栄一氏

･自1ま1のSI』のR方(人ｴﾀal,共生■ｻ-ﾋﾞｽ,かl予S)

･高齢きの社会的ａ割の肖確ｔ

･今ある資源の最大活用と外国人登用|･値決めは経営
･法令遵守

M

匪冒m回

ディ・ディヶアの機能分化・

機能強化策

1朱Z会ｼﾞｴﾈﾗｽftSSS

･il所サービスの・|犬と30年改・

･今後の通所サービスのあり方

･特ｲﾋしたａ所サービスの遅営|･事務業務のムダをどう減らすか
･次世代に向けてどう・わつていくか7　ほか

I四SS

S4!;の揖lから人がSまるllになつたワヶ
~地域責lの組みきわせalき■み力で最■の介護施･へ~

ay･ｨむﾑ･1の森　　　　　　Ｅ原孝之ａ
･最強の地域ｺﾐﾕﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの生み出し方

･施設の認知度を高めた,地域の拠点になる

･自a毀のlみを!IEかす!1tり|のｼﾆｱtせftがllする環湊づくり|･ｼﾔﾂﾀ-外小売店とのｔ域おこし
･潜在顧客をＳやす

I皿
知らなかつたでは済まない！

介護事ｌ所がS]つておくべき労働法規!

st会社心ｸｱｸﾄftslla　　　　　lal弘幸氏
･社員が働きやすい労務管理とは7

･変形労働時間制を２用した週4日労働の成･と可能き

･介腰事業煕こ向いてしXる労l法の活gと就ll則の工夫|･就業規則の整備と助成金の上手な活･法
･介護事業所に多い労務ﾄﾗﾌﾞﾙﾍの対応法

4木Ｓ

野ヂg=:ご
IE二二

I四皿Ｉ

新設される共生lｻ-ﾋﾞｽ寿1のポイント
~地域,自治体を巻きaんだ成功Ｓ践事例から探る～

･療洗人憲和ｹｱｸﾘﾆﾂｸS庭　　　　　　　　　　＿
1･Sri統･責at　　　　　　　　　　　　山下総司ｉ
･企業,行政,福祉がお互いに必要とする事をＳにする

ための3つの仕組みとは

･ｷ-ﾜ-ﾄﾞは生活,就労,買い物,移動|･地域とつながるのは施ａ,事業所から・る事
･人が施設に来やすいのはお互いが分かるから

ISS●

今求められる介護サーピスＳ営の秘訣！

訪問看護への参入と黒宇運営
株式会社ｳﾂﾃﾞｨ代喪取締役　　　　　　　　－
Ｍ

･地域,患者のニーズに只5えられる訪問看護ステーシヨン

･住み慣れた地域で安心して笑顔で暮らせる街づくり

･事業所の運営状況とニーズに応じた展開|･運常成功のカギは"人にあり’
･ホームホスピスや町の保健室など訪問看護の可能性

　
・肖〃

回ｍＳＩ

診療報酬改定・介護報酬改定が

介護事業所にもたらす影響と対策
めざすｌ療づyｌとはどういうｌなのか７

I四皿●

事業との連携の工夫

現在調Ｓ中|お;ｔユニ・イ９・ｓ

12:00

13:15

1７:00

10:00

15:00

平成30年度はﾌﾞlヽ護報酬･診療・酬の同時改定のみ

ならず,第フ次医療計画･第７期介護保険事業計画･第

３期Ｅ療費適iE化計Ｓが始まる.つまり,今後のＥ療･

介護施策において・めて大きなＳ目となる.Ｅ療･介

護ビジネスにどのような影響をＲぼすのかを考える。

･介護予防

|皿
小規横多機能・看護小ｌ横１機能への
参入と黒宇Ｓ営

榊原宏昌氏lE日桂ｔＳ・

･地域資源へのランディング

･企業支援ボランティア(弊社,独自のネーミング)

･自・事業「RE4U」の・り・み

･総合事業から地域へのランディング

天飛れ介優サービス馳教育研究所
９Ｕ・

･小規■１機能･看護小規ｌ剣

･2018年か副§睨掟のゆくえと小翻９嘸|･II小翻Ｓ慰助肖l

･小規模１機能･Ｓ・小規模■ｅ能のほ１]研究

･小規模１機能･ｌ誰小規模ま機能の成lわ･失敗10の要因

I四四II

封稿リハピリテーション大再１!ＩＳＳ･即l励lに1ほするltｌ

ｉきｌるデイケア・デイサーピスになるために

器laで４Ｊにシグ　　　　　ヨ子・之・
･外来ﾘﾉ

･リハマネ加Snにてｉｌとか力0のﾘﾊﾋﾞﾘ提供体Ｓを構築

･3かji越えの『１１９』ﾘﾊﾋﾟﾘ」,どのようにま団リハヘｌめるか

･入院,入所との連携強化による「年Jllリ八」介入モデル

･アウトカムを出すための目標設定とプログラムの目きりｔ

1木S

I四ＳＩＩ

稼働率９０Ｓ以上!介護職員の関わり方が自立へと繋がる！

利用者が集まるディのつくり方

ａａａｌＪｒ'‰・　　　　　UJｉ ｌｌ ｉ
･本来の・所介護事巣所の在り方と介誰・Ｒの関わり方

･認知症ケアと介護技術の・要性

･「自立支援」と「自律支援」をどのように考えるか

･生活動作内での機能訓練の考え方

･なぜ稼働率に繋がるのか

I四四�

みんながワクワク出まる聡場を創りｉす「人」になる

SIマネジメントとリーダーシップ
株式会社ｊＤＯ代表取締役

９９　井戸和宏ａ
･ワクワク出来る職場とは7

･専門職意識はどう育むのか7

･自Ｅ・ﾀ1]とＳ値観共有カンフアレンス

･リーダーよりもフォロワーシップを刺激しよう

･地域つて言葉が持つ力

　
ＳＳ冒四皿�

2018年診療・介護報酬
同時改定の行方と事業所戦略
日本siiヶｧa9ほ会i　　　　　　　S1JI弘幸氏

･介護保険制度･介護報■･診療･■回時改定のﾎﾟｨﾝﾄ

･事業所戦略のＳ本的視点･視野･視座

･今後成長する介護サービスはこれだ!|･予防事業参入をどう考えるか
･改定まであと3ヶJ引その期間で行うこと

|皿皿

地域密着Ｓディのｔき残り戦略

むに台社楓の風代表取締役　　　　　　　　　小Ｓ貴之・

･成果を出してF価加iのX定を可能とする小規模通所ﾓﾃﾞﾙ

･脱預かり型は,預かり十個別機能訓練加算IIの理解と実践ﾍ

･ICTを活用した小規a･所の効率化と職員を目的きりヶｱ化ﾍ|匹
･自立支援型へと導くｱｳﾄｶﾑｽヶ-ﾙとあるべきPDCA

四S四㎜

通所リハ・老人保健施設の
勝ち残り戦略と組織運営のコツ

1朱ま会社WOrk Shift ft表取締役 高木綾一氏

･なぜjl所リハ,老健の組織改革は難しいのか7

･さEtt9･在宅吏･･生活■|向上･中■■き対ぷの■ｲﾋ

･事lの11成剽こは着荊こlがまめるaml成が必l不肖宍|･報酬改定などの「E療」「介護」に関する」E確な情報入手
から導かれる適切な経営戦Sの立案

IＣＴを活用した小規横通所の効率化と職ａを目9り的ヶア化ヘ

自立支援型へと導くアウトカムスケールとあるべきＰＤＣＡ



東京･:大:販会場

ｉ
小室貴之ａ

株式会社楓の風代表取締役

リハピリ型デイのｌﾓｓモデル「デイサービス
高ヶ坂」を平成IS年に聘設.短鳶満員を遂げ、
以後,●営謝股,FC施設,コンサルティング顧
筒先旛設等,新規・設,巣務改革,稼●率向上
等数多く取りＳみ,その全てを或功へと専い
ている.聶所贅遭の専門詰に遮載多数。

粛京・大販会場
-

ｙパ　　西村栄－・lll株式会社ヘルプズ・アンド・.．,lg　カンパニー代表取締役
爽地指導対策に興わって10年以上.自らの
指定IX濤の休Ｓか５の「ａｅＳＩ」をＳＳとし
たrリーダー宵或」r自立支援のＥ鳳」「曹情対
応」さらに、●去の爽Ｓ「驚き介謨●入」「介雙
保侠外サービス」を主●にコンサルティング
を行う．

東京|・大販会場

り方提言し、これか６の
介朧・医療の在り方を提言してくれる17名の購鱒陣

東京・大叛妾場

ごil　高木綾-ａ阿株式倉社ＷＯrk Shift71￥゛　　代表取締役

ＳＳ・介●・錐家産業に従●する人やが「自
分の人生のｔÅ９を浪じる」ことが、日本社会
のイノペーションに繋がるという儒念の基、
セラピスト向けの昏Ｓセミナーやキャリアカ
ウンセリング、経営コンサルティングなど
様４な分lyで洒羅している．

東京・大販会場

l;。こ　　　|誕17こー

競・大販会場

£ 井戸和宏ａ株まC会社ＩＤＯ代ま取緯役

ＮＰＯ法人Ｕｎｋ・マネジメント

代表理事

東京・大販會●

木戸恵子ａ

株式会社ウッディft表ミ締役

肪同ＳＳステーションは一と

自らr珊・」と『参加』に力をいれたリハビリ
特化�デイを運営する傍ら,リハビリ病院･
介置旅設におひるリハピリテーション機能
強化による経鴬敬賂を専門に全�多数のＳ
院･き●麹・のコンサルティングを実賎し
ている．

東京・大販会●

ヽ･　石原孝之ａ盈温aニｉ４-“““
【ﾌﾞISSIli】【保WSli】【ﾂﾞy・ＳＳ夕1事Ｓ】すべ
てが舞－Ｓ物内にあり、○畿～１００庸の`ふ
じのくに型共生施設"を経営。
・労雀がＳぶrSI幼Sliの・ＳＳ例』にもＳ定
されている。

東京・大販妾場

奈良県内の●齢者旅設などで、介●●ａ・生
盾相談員･管Ｓ奢として約８年興勣務した後、
総設棄境アドバイザーとして独ｔ.奪白Eは、医
東法人の介Ｓ剽総蕭責諸として働務する
傍６、瑶●を務める社会橿祉法人にて我が●
九ごとの地域づくりに携わつている。

大販会場

東京・大叛会場

.･　榊原宏Ｉ．

天繭れ介Ｓサーピスｌｓ合敦青il究所ftｓ
,ミ.i.'ｔ

京郡皿特贅やグループホーム、
叢ｔにて介●職・生活相談●・奎任・ケアマネ
などを経験し、小規横多徽能十有料き人ホーム
の新規需設に管叢者として携わる.その・叢を
・かしたコンサルおよぴＳ廣･研修をき■喬・
にてを行つている.執●・寄稿多数あり．

Ｓ京・大飯会●

ｌ匹ｋ

東京会●

国府田文則・
ＦＳＵＦＪリサー－チ＆

コンサルティング株式金社

四

大販妾●

ｌ 演田桂太朗ａ株式会社ユニティ代表取締役

鹿!ｌ鳥県作業療法士会四

；rSIまｓ弘幸ａｉ　Ｕ株式会社シンクアクトal志賀社会保険労務・●務所
社金保談労務士/社会橿祉士

胃酉大学卒業後,ﾒ-ｶ-,大学轍員,コンサル
ディング●tt勣務などをＳて,独■.社労士,社■
橿祉士の貴格を生かし,橿祉介●業界に特化した
人ｌ育il,人■・・制ま(キャリアバスIS),労
爵管■を●問先でＳＳ.キャリアパス■修の指導
●嘩として食譜吝地を飛び覇つて1,４.

東京会場

長嶺Ｅ二郎ｊｉ１高齢者サポートネットワークＣＳねっと企羅音同会社ftＳ

東京・大販妾場

登１ｺﾞこ
株itＳ社ＱｎｌサーピスftａＳＳｌｌとして「月
刊ディ」r介Ｓの経鴬と運営」などの定斯購騰
詰を発行する傍ら、胃一市内に異なる８つの
ディとサ寞住,訪筒介・・●●,看多概,グルー
プホーム、ショートスティなどの介●●業を
晨麗している．

１

東京会場

松尾洋ａ

Ｓ式会社くまも皿

代衷l。
1r下Ｓ:Ｉ(Ｓバナソニツク)入杜.営●藤畏か　　熊本大大学騰敦育学研究科修了後,雛本大大
らlｔＳ事ＳにＳＳしバナソニツ|クエイジ|フ　||!11a・19a・ＷＳｌｔＳＳＩをＳ了|.大学IM膚
リーサービス常務・・同を経て現●.大飯府　　代の０６年に㈱くまもと錐章支援111究所を設
地・柵ｔllS財回・ｔSW14jl人ホームＳｉ　　ｔ.Ｓ本メこ発のベンチャーil!Ｓとして,ＳＳ{ﾋａ回|票扉ヨ
ｅ年き会ｓllなどをｓめる。　　　　　　　サーピスを提ltしている。

‥　　こ小山樹a
Fふｔi;ｊ ゛ Sit会社ジェネラスl:代表ミ締役
Ｓ学療法士として大学荊騰勣務を纒て、
１９９８年に独立･Ｓ業.２４蒔筒３６５曰安心し
て生Ｓできるための●業を農開.有Ｓなリハ
ビリテーションシステムの実現を目推し,訪
問･聶所などの介●保Ｓ事業を中心に保眺外
事業も行つている。

■各セミナーの当日の内容は変更となる場合がございますことをあらかじめご了承ください。

■多くの施iﾐの方とま流が図れるよいａ会となりますので,名刺をご持参されることをおすすめいたします。

■Ｓ加ＲのSflをもってｊＥＺ串し込みとなります。なお,か加Ｓの遥１はいたしません。

・お串しａみ後IS間たっても入ｔ案内がＳかない場合は,お手数ですが事務ＳまでごＳ絡ください。

１講演中のパソコンタブレット･スマートフォンなどでの録■･メモなどはご遠慮ください。

１座席数の都合上,参加をキャンセルされる場合は必ずご途絡ください。

東京
一

大阪

・セミナー①
２
日
目

てください

IＳＳＳ(i)･セミナー⑧・セミナー⑦

セミナー⑧・セミナー⑧・セミナー⑩

10130~ＩＳｇｏ

･ポストセミナー①
･ポストセミナー②

･ポストセミナー③

氏名

住所
(自を飴務先)

勣務先

連絡先
(自を・Ｓｉｉ)

ＴＥＬ
-

ＦＡＸ
-

携　帯
－

メール
(jiS)

職種
㎜･■■･■■㎜㎜㎜㎜㎜

奈いただいた個人情報はｉ会の「プライバシー･ポリシー」に従い適切に管31いたします。
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